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《冬道の事故防止》
○ 信号の変わり目を予測し、無理な通過はしない
○ 黄色信号は、「止まれ」です
○ 発進時の「追突」に注意しましょう
○ 交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意しましょう
○ 凍結路面 スピードダウンと車間距離

急ブレーキ・急ハンドル・急発進
「急」のつく操作は、スリップの原因

事故防止のため、「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

構内・バック事故の根絶

《冬期間の労働災害防止》
○ 走るな 、転ぶぞ 、屋外作業、凍結路面は目に見えないぞ
○ 作業中、足を滑らせ、『転倒』 に注意しましょう
○ 作業する時、トラック（荷台も）に乗る時、降りる時は安全靴の底の雪を落とす
○ トラック（荷台も）から降りる時は、路面の状況を確認し、飛び降りることは厳禁

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

タイヤバックホーで除雪作業中
重機ごと、道路から崖に転落 男性会社員が死亡

◇除雪、重機の積み降ろし・・・周囲の安全確認を行いましょう◇
◇重機・トラクターの操作は、慣れてきた時ほど慎重に ◇

◇登坂板から外さないように注意しましょう◇
２０２５／２／１３（木）

１３日午前１１時４０分ごろ、愛媛県で「重機ごと谷に転落している」と女性の声で消防に通報がありました。消防
と警察が現場に駆け付けたところ道路から約１．５メートル下の谷に重機が転落していて中から男性会社員（５７）
が発見され、病院に運ばれましたが、頭などを強く打っていて約２時間後に死亡しました。男性は現場近くの工
事の責任者で、タイヤバックホーを使い除雪作業をしていたということです。

午後４時 救急車がスリップ事故
対向車線に停まっていた車とサイドミラーが接触

救急患者を病院へ搬送中
◇凍結路面 スピードダウンと車間距離◇
◇急ブレーキ、急ハンドルは禁物 ◇

２０２５／０２／１３日（木）
１２日の午後４時半ごろ、福島県の国道で救急車がスリップし、対向車と接触する事故がありました。患者を救

急搬送していた救急車が圧雪された道路で滑り、対向車線に停まっていた車とサイドミラーが接触したというこ
とです。搬送には２５分の遅れが生じましたが、搬送先の医師によると、この遅れによる患者への影響はなかった
ということです。消防本部は、冬季間の路面状況の危険度を再確認し、安全運転に取り組むとコメントしています。

午後６時 信号交差点
左折の軽乗用車にはねられ

横断歩道を渡っていた女性、頭の骨を折る大けが
どちらも青信号でした

◇左折は死角が多い ハンドルを切る前に確認しましょう ◇
◇『死角』に自転車・歩行者あり◇

◇左折時は、『巻き込み事故』に注意しましょう◇
２０２５／２／１３（木）

１２日午後５時４０分ごろ、秋田県の信号交差点を左折しようとした軽乗用車が横断歩道を歩いて渡っていた３０代
の女性をはねました。女性は頭の骨を折る大けがをして病院に搬送されました。軽乗用車を運転していたのは２０
歳の男性で、けがはありませんでした。警察によりますと、どちらも青信号だったとみられます。


